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　国土交通省が進めるi-ConstructionでもUAVによる3次元計測が重要である
ことがうたわれており、今後施工現場においてUAVによる出来形計測等の需要が
高まると考えられます。UAVにおける計測では写真測量によるものが大半を占め
ておりますが、近年UAV搭載用レーザスキャナの国内導入も始まっています。
　アジア航測で開発したＵＡＶは、20㎏級の積載能力を有する4枚羽のマルチコ
プタ—を改良し、GNSS/IMUとレーザスキャナを搭載しています。UAVからレー
ザパルスを照射することにより、3次元情報を取得します（①）。搭載するレーザ
スキャナVLP-16は測定精度±3㎝、測定距離100m、一回転で16本のスキャン
ラインを同時に計測することが可能です。また対地高度150m以下での撮影のた
め、曇りの天候でも撮影機会が多く、下草が繁茂していない限り、写真測量の課
題である植生下の地形取得を可能とします。
　今後、災害・防災・森林・林業・電力（送電線離隔測定）などの分野においても、
航空レーザ測量ではコスト的に対応できない小規模の現場で活用する予定です。

① ＵＡＶレーザシステム「拡大図：レーザスキャナ」
② ＵＡＶレーザによる造成地計測例（段彩図）
③ ＵＡＶレーザによる旧ゴルフ場敷地計測例（点群データ）
④ ＵＡＶレーザにより取得した地盤データ、フィルタリング前（赤色立体地図）
⑤ ＵＡＶレーザにより取得した地盤データ、フィルタリング後（赤色立体地図）
⑥ ＵＡＶレーザにより取得した地盤データおよび樹木データ重ね合せ（赤色立体地図）
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